























































































































































































































































[M.O'Neill， Green Parties and Political Change in Contemtoraη Eurote. New 
Politics， Old Predicaments， Ashgate， 1997， p.179.J，緑の党内には，環境を議後し独自
伎を強調する指向性と社会問題を重視して既成政党との協力を支持する指向性の対立が
存在し，現在までその対抗関係は続いている [B.Prendiville，L笠G'ologie-La ρolitiql!e 





(2) F.Faucher， Les habits verts de laρolitique， Presses nationales de scienc巴spoliti-





いる」という発言が，そのようなラロンドの立場安象徴している [D.Boy，V.]. le 
S巴igneuret A.Roche， L 'ecologie auρouvoir， Presses de la Fondation nationale d日s




















ルは22%に終わっている [B.Prendiville，Enviro押mzentalρolitics in France (以下




(4) Prenclivil1e， Enviromnentalρolitics，p.36. 
(5) R.Pronier et V.]. le Seineur， Ge刊の-ationverte. Les ecologiste enρolitique， Presses 
de la Renaissance， 1992，pp.221-43. 
(6) T.shull， Redefining Red and Green. ldeology and Strategy in Euro，戸eanPoliiical 
Ecology， State University of New York Pr・巴ss，1999，p.101. 
(7) Ibicl.，p.62 
(8) 敗北の原因としては，保守政治勢力の復調や国民戦線の躍進といった政治状況の中で，
敗北が危燥された社会党へと f有効投渓 (voteutile) Jの論磁で左翼手'i;権者が動員され，
j誌の党がさEお対立の政治構図のなかに;燦没してしまったことが中心的な~凶であった
[Pronier et le seign巴ur，op.cit.，p.69.J。
(9) A.ヴェシュテルは1949年生まれで， 1965年には f野性動物の若い友人たち(Jeunes
amis cles animaux cle la nature) Jをミュルーズで結成している。道路建設言十函への反
対運動をきっかけに活動を強化し， 1969年にはr!当然保護地域連合(1'Association f剖邑r.
ative r邑gionalpour la protection de la natmモ)Jに加入している。 1973年には fエコ
ロジーと生き残り(1'ecologieet survie) Jを結成して同年の国民議会選挙に候補そ擁立
し， 74年にはルネ・デュモンの大統領選挙のキャンペーンに参加し， 1977年市町村議会
選挙， 78年悶災談会選挙， 79年欧州議会選挙では自ら立候補している。 1984年に総の党
に加入し， 86年には陀党の地域閣議会議員に選出され， 88年大統領選教には緑の党から























ω;) G.Sainteny， Les Verts (以下 Vertsと略す)， Presses Universitaires de Franc日， 1991，
p.50， Shull， op.cit.， p.102，A.Cole and B.Doherty，“France. Pas comme les autres-the 














明しており [P.Hainsworth，“Breakingthe Mould: th巴Greensin the Fr巴nchParty 





“立cologistes，Les freres ennemis" dans Ph.Hab巴rt，P.P日rrineauet C.Ysmal， Le 1Jote 
eclate. Les elections regionales et cantonales des 23 et 29 maバ 1992，Departement 












コロジスト陣営'は厳しい確執を経験していた [G.Hascoet，Leρouvoir est ailleurs， 









補者のリクルートの強化も環境問題への傾斜を示していた [G.Sainteny，L 'introuvable 





(15) 1989年3月に笑施された SOFRESFJ，~査では， 14%の回答者がエコロジストにシンパ
シーそもち，既に投察したことがあると答え， 28%が将来におけるエコロジストへの投
紫を表明しており，シンパシーを持たないという回答は 6%だけであった[SOFRES，L' 
Etat de l'otinion 1990，S巴uil，1990ふ220.]。
(16) Prendiville， La ρolitique autrement pp.185-6. 
(17) J.-L.B巴nnahmiaset A.Roche， Des verts de toutes les couleurs. Histoire et sociologie 






的活動に有益な笑践的情報に関心を寄せていた。「理念の対決 (confrontationd'idees) J 
に情熱を燃やす党員と政治的実践の具体的側面に関心を示す党員との問には深いミゾが
存主Eしていた [Faucher，op.cit.， p.120.]。














としての明確な立場を打ち出せなかった。 [A.Appelton，“Parties uncler Pressure: 











[Sainteny， L 'introuvable， p.391.J 0
(22) Cole et Doherty， op.cit.，p.54. 





























することになった [Prenc1iville，Enviro附nenlalρolitics，p.50， Shull， op.cit.，p.113， 




ており， I社会を変放する怒芯J(59%)， I左翼・右黙の拒絶J(27%)， I政治の新しい方
法J(20%)の問答を大きくヲiき離している [G.Sainteny，“Lesc1eux familles c1e l' 




(却1) A.Roche，“Mars 1993: Un r岳velateurc1es faiblesses c1es ecologist巴s(以下Mars1993 
と闘告す)ぺ Revueρolitiqueetρarlernentaire， no.964， mars/ avril 1993，pp.40-1， Shull， op. 
cit.，p.l18. 
側 Cole巴tDoherty， op.cit.，p.56， }.Burshell，η'ze Evolution 01 Greenρolitics. Develo戸6・
rnent and Cl.ω1ge within Eurotean Green Parlies. (以下 TheEvolutionと目告す)
Earthscan， 2002，p.93. 
(3)> そのような政治状況の下で，緑の党の支持者も社会党との協力によって保守と綴右の




ている (45歳以上では47%)[SOFRES， L'Etat de 1'0戸1・nion1989， Seuil， 1989ふ238.J。











Sainteny，“La question du pouvoir d'Etat chez les ecologistes (以下Laquestionと
略す)"dans M目Abel色s，Le d，グ ecologi.ヲte，L'Harmattan， 1993，pp.80…5.]。





縦反を招いた [A.Roch巴， "Les candidats ecologistes. La chasse aux signatur巴s(以下
Les candidats ecologistesと絡す)."dans Perrineau et C.Ysmal， Le vote de crise. L' 
electionρresidentielle de .1995， Departement d'etudes politiques du Figaro & Presses 

































































78年間民議会 2.14 4.8 。
79ij三欽州議会選挙 4.38 H 。
81年大統領 3.87 1 。
国民議会 1.1 3.11 。
例年欧州議会 3.37(+ERE3.31l H 。
86年隠民談会 1.2 2.74 。
88年大統領 3.78 1 。
国民議会 0.32 4.81 。
89年欽州議会 10.67 H 9 
何年間民談会 他7の.7 (Ent巴nte) 。
( エコロジスト3.24)
例年欧州議会 2.95 H 。(GE2.01l 
95年大統綴 3.35 H 。
97年間民談会 の3他.7の(GE1.7， MEIO. 7 
そ エコロジスト0.3) 8 
99ijo 欽州議会
(M9E.7 115) H 9 
2002生存 大統領 5.25 H 。


















































































(2) Sainteny， L 'inlrouvable，p.4l4. 
(3) Boy， leSeigneur et Roch巴， op.cit.， pp.263-4. 
(4) M.Abel色s，“Led邑fiecologiste" dans M.Abeles， Le defi eωlogiste， L'Harmattan， 
1993，p.9. 
(5) Pronier et le S巴ignel1r，op.cit.，p.134. 
(6) G.Saint巴ny，“LesVerts: limit日set interpretation d'l1n Sl1cces electoral (以下limites
et interpr巴tationと略す)"， Revue jうolitiqueelρarlementaire， no.940， mars-avril 1989， 
p.34， Cole et Doherty， op.cit.，p.60 











として41%が環境保護の政策と回答している [Sainteny，L 'inlt仰 vable，pp.119-21.]。
(9) Boy， leSeign巴ur巴tRoche，op.cit.，pp.263-4， Bennahmias巴tRoche， op.cit.， pp目183-4.
(I日 Pronier巴tle Seigneur， op.cit.，pp.10-11 
20-
プランス緑の党とニコー・ポリティクス(3・完)









(13) Cole巴tDoh日rty，op.cit.，pp.47-8， Shul1， p.55. 





GE3.65%)。結局， ~~ 2関投楽に進出したのは両党の l名ずつであった。ともかく，その
失敗は，せっかく芽ばえていた協力への怒欲を校いてしまうことになった[日oy，le 
Seigneur et Roche， op.cit.，p.15.J。そして， 1994年欽州議会選挙もエコロジストにとっ






(16) A.Appleton，“Parties und日rPr日ssure:Chal1enges to官stablished'French Parties"， 














































































































































(5) Cole et Doherty， op.cit.，p.60. 



















が，そのことを示している [Ch.Rootes，'‘Environmental consciousness， institlltional 
strllctllr巴sand political competition in th日 formationand develop巴mentof Green 




(8) Sainteny， L'iηtrouvable， pp.l33-4. 




興政党が向者4のI4'Hこ矧jつてはいるチャンスはほとんどなかった [P.Brechon，La France 


































対応についての詳細は， G.Sainteny，“Le parti socialiste face a la l'ecologisme. D巴l'
exclusion d'un enjeu aux tentatives de subordination d'un intrusぺRevuefrancaise de 
scienceρolitique， Vo1.44，no.3， juin 1994， idem， L 'introuvable， pp.143-224.を参照。
(12) Ibid.，pp.460-1. 














































tion de l'ecologie politique et sociaI) jが開{躍され，緑の党， r赤と緑のオ
ルタナティヴj，rエコロジ…・オ トルマンJが結集した他にも，社会党，
共産党，社会党から離れた J-P・シュヴェヌマン(Jean側Pierre Chevene同
ment)の f市民運動(1eMouvement des citoyens) j，共産党改革派， トロツ
キストの「革命的共産主義者同盟 (LC R) j， r民主主義と社会主義のオルグ




















































































:況の部分をおZ粋[J.Burchell，T!1e E，ソolu/iol01 Creell Politics. Dωelotement {l}lc! Chαnge witllin 





































(1) 一時期は緑の党が独占的地佼を築いたかに見えたが， 1990俸の GEの結成によってエ
コロジスト隊;隊は分裂状態に皮って1995均三3月現在で11の組織が競合している。総の党
やGE，M訟の他に，新:!r:l}告と緑の5i;， GEのメンバ…で結成された「赤と緑のオルタナ
ティヴ(I'Alternativerouge et verte) J (1989年結成)， GEから分離した「エコロジー
と民主主義のための悶淑(I'Al1iance pour 陀cologieet la democratie) J (1992年結
成)，親ヴェシュテルで反ヴォワネ派であるがMEIへの参加を扱苔した 2つの地方組織
「独立エコロジスト (L巴secologistes independants) J (1992年結成)と f独立エコロジ
スト迎合(IaConfederation des Verts independants) J (1993年結成)， GEから分離し
た「エコロジー・オートルマン (EcologieAutrement) J (1993年結成)， GEから分隊し
て多様なエコロジストの結集をめざす fエコロジー・友愛・レネ・ネットワーク(I'
立cologieFr前 ernitereseau Reinet) J (1994年結成入社会的エコロジーを掲げる「社会
的エコロジー結集のためのエコロジスト政党(IeParti ecologiste pour le rassemble. 





は地方政治の場から始まっている。ノール燃でG.アスコエ (GuyHascoet)は， 1989 
年市町村選挙の第1@!投察は独自リストで臨んだが，第21関投緊では社会党リストに合
流している。彼は「うまく避妊するという条件でエコロジーは結婚できる」とヴェシュ

















[Bay，“Comment l'ecologie巴st-elletombee si bas?" clans P巴n‘ineauet C.Ysmal， Le 
vote de Crise. L 'election似合identiellede 1995 (以下Commαltと略す)， Press巴scle 










(4) A.Col日“Laclescent巴auxenfers? The French Gr巴巴n'sGeneral Ass巴mblyin Lille， 
11-13 November. 1993"， Enviromnenlal Politics， 3(2)， 1994， p.318…23. 
(5) Saint日ny，L'intγ'Ouvable， p.392. 
(6) D ・ヴォワネは，学生時代に「巡妓とセクシュアリティに関する情報センター(Ie
Centre cI'information sur la contraception et la sexllalite) Jや「ベルブオール自然保
護協会(I'Association belforlain巴clela protection de la nature) Jの活動に参加し，
1981年にはB.ラロンドの大統領選者会のスタップとして活動している。 1984=停に緑の党
の結党と l可時に参加して CNIR に選出されている。 1989~年には欧州議会選考会で当選し，
1992年ーにはスポークスパーソンに就任している。彼女は，コッシェとともに左翼協力路
線の代表的な活動家である [Proni巴ret le Seigneur， op.cit.，pp.289-92.]。ヴォワネにつ
いての詳細な情報は， M.Szac， Domin匂ueVoynet. Une vraie nature， Plon，1998.を参
I認。
(7) D.Boy，“L'Ecologie al pouvoir" dans P.Perrineall巴tC.Ysmal(ecl.)，Le vote sur-
ρrise， Les election legislatives c!e 品、 25mai et 1er fuin 1997， Pr巴s巴sc1e Sciences Po， 
1998， pp.209-10，Sainteny， L 'introltvable， p.:393-4. 
(8) Ibid.，p.393. 
(9) Burchell， The Evolution， pp.94.102目


















(l) Sainteny， L 'infrouvable， p.393. ヴォワネの大統綴選挙の選挙プログラムは小限}予と
して出版さ;flている [D.V oynet， Oser l'eco!ogie ct !a solidarite，立ditionscle I'aube， 
1995.]。




Mouriaux et M.Vakaloulis， Le mouvcment socia! ω France. 五:~sai de socio!ogie 
to!itique， La Disput日/Sneclit，1998.]。




(14) B.Villalba，“L己clair-obscurelectoral des Verts 1989-1995"， feo!ogie tolitique， N o.
16， printemps 1996，p.84. 
(1日緑の党における環境問題の比重の相対化は，環境保護団体との関係の後退としても淡
現されていた。 198吉年以前は党員の63%は環境保護間体から加入していたが， 1994-6 
















自7) Prendiville， ~ì1Vironmental ρ。似たら pp.58ω9. この!汚から，政党システムの中で一定
の地イ立を築きはじめた緑の党は既成政党との関係についての態度決定を迫られることに
なった [A双山he，Mars 1993 p.40.J。






















































































Assises regionales de l'emploiJの開傑， r連帯経済地域閤銀行 (]eCr凶it































(1) Burch巴1，The Evolution， p.100. 
(2) Sainteny， limites et interpretation， op.cit.，p.34. 2002年大統領選挙で線の党の候補と






諮っている [N.Mam色re，Ma Rφublique， Seuil， 1999， pp.10-11.]。地方政治への参閣と
いう絞験が，政治についての発想と感~1tを変えていった典型的な率例である。
(3) Boy巴tle Seigneur et Roche， op.cit.，p.131 




(6) Boy日tle Seigneur et Roche， op.cit.，pp.205-6 
(7) Ibid.，p.213， 220-6. 
(8) Hascoet， op.cit.，pp.160-79. ノールエパヱドココカレ地域協iでの成楽については， Les 
Verts， Et si !，αcou!eur de XXe siecle， 1999， pp.21-8 (r緑の政策事典I(緑風出版， 200 
年)， 27-37]'Dでも紹介されている。










習していった [M.Abel色s，“Lesecologistes au parl巴mentel1ropeen" dans M.Abeles， 
Le defi eco!ogおte，L'Harmattan， 1993， p.126.]。
(l的 Vialatte，op.cit.， p.l25. 








































































































































































































(1) Sainteny， Verts，pp.27-42. 
(2) lBurchell， The Evolution p.31..ただし， j哉の党の組織・行動スタイルの変革年'といっ










Conforming? Assessing Organisational Reform within El1ropean Gr巴巴nParties (以
下Evolvingとi略す)"， West EUJψean Politiは Vo1.24，No.3， July 2001， p.l23ω5.J 
(4) Ibicl.，pp.115-6. 
(5) Sainteny， Verts， p.48 
(6) Saint巴ny，L 'introlwable， pp.227-30. 
(7) Ibicl.，p.362. 















(9) Pronier et le Seigneur， op.cit.，pp.76ω8.ロ…テーション制度の危機はプランス緑の党
だけのことではなかった。ドイツやスウェーデンでも人材不足などからローテーション
制度の維持は悶難になっている [Burch巴l，The Evolution pp.107， l11.Jo 
(10) フランスのエコロジスト巡動でプロ化が全般的に観察され，専門伎をぬーする活動家の
増加が指摘されているが [cf.S.Ollitrault，“Lesecologistes francais， c1el1x experts en 
-47-
佐fZ大学経済論i.R第36老会第3号
action"， RevlIe)知的ω:すede scienceρolitique， Vo1.51，N o.l-2，fevrier-avril 2001.]，その
ような傾向は緑の党にとっても無縁ではない。
(1) F.Faucher， op.cit.，pp.1l3-33. 
(]2) Proni巴ret le S巴igneur，op.cit.，pp.93-5 
(]3) Sainteny， La question， pp.83-5 
(1) Vialatte， op，cit.，pp.153…4. 
(15) Millaba， op.cit.，pp.130.-1. 
(16) Faucher， op.cit.，pp.280，283. 
(17) F.Mi.ller-Romm巴1，“TheLifespan ancl the Political Performance of Green Parties 
in Western Europ巴"in F.Mi.ller-Rommel ancl T.Poguntk巴 (ecl.)， Gree11 Parties i1 
J¥Tational Govemmωz/s， Frank Cass， 2002，pp.136…7. 
(18) Z.Bomberg，“The Europeanization of Gre日1Parties: Exploring the EU's Impact"， 
West European Plitics， V oI.25，No.3 (July 2002)， pp.14-41， Fauch巴r，op.cit.，p.280. 
(19) v，ωずContact，no.577bis， octobr・e2000， p.14. 
(20) Vert Contact，No.507 bisll juillet 1998， p目17.
。J) Vert C011tact，no.577 bis， octobre 2000， p.17. 




















f品JlI!: S.Sainteny， L 'iltro1J，αble ecologisme ノト，(lJl(au:;えPresseuniversitaire de France，2000， pA71 
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フランス緑の党とニュー・ポリティクス(3・先)





















































































(3) Burchell， The Evolution， p.2 
(4) M'エンデ， E・ェプラー ， H・テヒル(氏沢静む訳)オリーブの森で語り合う(悶
時代ライブラリー !仮).1(岩波設Qi， 1991年)， 192頁。
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